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東京都立大学都市研究所第10回公開講演会

都市・女性・生活

日時 1997年10月24日

場所東京都立大学講堂小ホール

1.開会あいさつ

2.東京の男と女の生活

3.都市とジェンダー

4.女性の時間地理学

5.閉会あいさつ

1 .開会あいさつ

望月利男

それでは、開会に当たりまして、一言ごあいさ

つ申し上げます。

都市研究は皆さんもご存じのとおり、都市問

題・都市政策に関する学際的な研究を行う都立大

学の附置研究機関でございます。

きょうは、 20周年記念ということでございます

が、それは都市研究センターと前に称していた時

代を含めてのことでございます。ですから、こち

らに移る前はそういうセンターという名前で目黒

にいたわけです。そのセンター創立以来20周年と

ございますが、それを意味しています。記念すべ

車東京都立大学都市研究所
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き年でありますということで、きょうの講演会は

パンフレツトにもございますように、 20周年記念

事業と位置づけているわけです。

それから、この講演会に引き続いて 3時30分か

ら、この同じ会場で記念シンポジウム、講演会と

は違いますが、専門家向けではありますけれども、

「都市問題のフロンティア」をテーマに、都市研

究の新しい課題や共同研究のあり方という点を討

論いたします。今、申し上げたように、専門家向

けというふうにはなっておりますが、専門家とは

別に、これは大学の教員とか、そういうことでは

全くございません。都市研究にご関心があるなら

ば、空席がある限りお迎えしていく、というふう

に思っております。そのことについては司会者の
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ほうからお話があると思います。

これは10回目ということでありますが、これは

例年、都市研究所の研究成果を広く都民に還元す

る、そしてまた、その時々にかなったテーマを設

けて皆様と一緒に考えていくという趣旨でござい

ます。

今回のテーマは、「都市・女性・生活」というも

ので、東京の都市社会はいわゆる少子・高齢化の

進行によって大きな転換を迎えようとしている。

しかし、パンフレツトにも書いてございますよう

に、東京は青壮年層の男性が中心という性格が依

然として強く尾を引いているわけでありますし、

今日のさまざまな都市問題、特に女性と生活にか

かわる問題として大きな影を落としています。

この講演会は、東京という都市を女性の視点か

ら光を当てて、これを改めて見直し、さまざまな

問題の所在と、それらの背景や課題を把握しよう

という試みでありまして、いわば都市問題のフロ

ンティアということがキーワードでありますが、

これはなかなかわかりにくいと思いますので、例

えば、この後のシンポジウムに参加していただく

とわかりやすくなるかと思います。ただし、これ

も空席がある限りという話は司会者のほうからあ

ると思います。

きょうの講師は、後ほど司会者のほうからご紹

介申し上げますが、お手元のパンフレツトにござ

いますように、 3人の先生方にお願いしてござい

ます。

いずれの先生もそれぞれの専門分野での成果に

基づいたお話をじっくりお伺いできるものと期待

しております。皆様もこの機会にぜひご一緒にお

考えいただければありがたいと思います。

2.東京の男と女の生活

高橋勇悦

ただいまご紹介いただきました都市研究所の高

橋でございます。きょうの私のテーマは、「東京の

男と女の生活」ということになったんですが、全

体のテーマとこれから江原先生と荒井先生がお話

しするテーマの中継ぎ的なお話を申し上げるとい

うことにしたいと思っております。私、都市社会

学をやっているものですから、話がそちらのほう

に引きずられながら、極めて短時間の簡単な話を

させていただくということになろうかと思いま

す。

東京の性比の社会学

最初に、一つ皆さんにお尋ねしたいんですが、

現在の東京の全人口で、男と女ではどちらが多い

とお思いになりますでしょうか。東京都の人口は、

もちろん、男と女によって構成されていますが、

男と女のどちらが多いか。非常にシンプルな質問

で恐縮ですりれども、回答はすぐ後で申し上げま

す。皆さんよくご存じだろうと思いますが、東京

は長い間、男が多い都市でありました。昔にさか

のぽりますと、江戸時代、最初の人口調査が行わ

れたのが1721年だそうですが、そのときの江戸の

性比、性比というのは女性100に対する男性の比率

ということになりますが、そのときの性比という

のは182あったそうです。 182というとかなり男性

が多い、圧倒的に多いと言ってもいいわけです。

それが天保年間にさしかかると120ぐらいになる。

そして、幕末になると100近くになる。つまり、幕

末になってようやく男と女の数が、バランスがと

れてくるようになったようであります。

明治に入って、ご承知のように大規模な人口移

動が進行して、東京の人口はかなり減りますが、

20年、 30年たつに従って、また人口が増える。そ

のときの、例えば明治30年の性比というのは、 120

ぐらいであったというふうに言われております。

やはり男が多いわけです。それで、その後、男が

多い状況が続くんですが、少しずつ下がってまい

りまして、大正9年、国勢調査が最初に行われた

年は111.8の性比を示したということですが、やは

り男が多いんですね。

第二次世界大戦を経て戦後になりますと、ご承

知のように経済高度成長で全国から東京に人口が

集まる。昭和30年の性比というのは105でありまし

た。つまり、やはり男が多い。女性100に対して男

が105ということであります。それから少しずつ性

比が100に近づいてまいりまして、現在どうなって

いるかといいますと、東京都の住民基本台帳の資
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料によりますと、平成 8年、性比は99.9、100を割

ってしまいました。つまり、女性のほうが多くな

ったということになります。平成9年では99.7で、

さらに性比が下がるという状況になっています。

つまり、長い間男が多かった東京は、ここ二、三

年で女のほうが多くなってきている、そういう兆

しが見える。これはかなり大きな変化じゃないの

かと私は思います。これにはもちろんいろんな原

因が考えられ、高齢化・少子化の傾向もありまし

ょうが、とにかく、女性が男性を上回るような構

成に変わってきていることは、非常に大きな意味

を持つ変化ではないかと思います。

しかし、今までは、東京は男が女よりも多いと

いう社会でした。特に、 20歳前後の若い人たちの

男性のほうがかなり多い。これ自体は、昔も今も

変わりはない。 40代、 50代になっていくと女性の

性比のほうが高くなっていく。そういうような状

況になっているわけです。

男性の数が女性よりも多かったという歴史は、

同時に女は家庭、男は仕事といういわゆる性別役

割分業、その意味での家庭と職場の分離と重なっ

た形で展開したと言っていいと思います。都市社

会学では、しばしばこういうことを言います。都

市化するというのは、人口が増加する、あるいは

市街地が広がる、そういうこともあるけれども、

職住分離する、いわば職場と家庭が分離する、そ

してどんどん通勤圏が広がっていく、近代の東京

はそういう歴史であった。そういった職住分離と

いうのが都市化することであり、広く言えば近代

化することだ、そう言われてきたわけであります。

しかしながら、この職住分離というのは、東京

の場合でいいますと、女は家庭、男は仕事という

ことで、いわばその男と女のジェンダー的という

か、ジェンダーというのは、社会的、文化的な性

差というふうに言っていいんだろうと思います

が、ジェンダー的な空間構成になっているわけで

す。男が働くために都心に出かけていく、住宅地

のほうは女性が残る、これが職住分離ですね。そ

れは、性別役割分業という、いわば固定した社会

行動を前提とした空間的構成ということになって

いるわけです。そういうことについて、社会学者

はあまり疑問を差し挟まなかったし、あまり問題

にもしなかった。少なくとも、ジェンダー的な視

点からそういうことを問題にすることはなかっ

た。アメリカの都市社会学も大体そういう傾向が

あります。最近になって、ょうやくジェンダー絡

みの都市研究が増えてまいりました。都市のジェ

ンダー絡みの研究というのは、少なくとも社会学

の場合には、これからだと言っていいんだろうと

思います。

さて、先ほどの話に戻りますけれども、東京は

男性よりも女性のほうが多くなってきているとい

うことと同時に、これと密接な関係があることで

特に注意しなければいけないと思うのですが、就

業構造が大きく変化しました。労働力の女性化と

言ったらいいんでしょうか。これは、皆さんもご

存じのように、女性が就業する比率が非常に高く

なっているということです。つまり、かつての男

中心の社会が少なくとも労働力という点からいっ

てかなり大きく変貌して、男だけではなくて女も

社会を大きく支えるようになっている。女性は労

働力からいっても東京という大都市を支える大き

な力になってきていると申し上げていいだろうと

思います。女性の有業率は、これは平成4年のデ

ータですが51%になっています。全有業者の約4

割は女性で占められています。東京はかなり大き

く女性に依存する状況がどんどん進行している。

特に、サービス産業あるいは事務職といったとこ

ろでの就業が広がってきている。このサービス業

の分野には、高齢化社会あるいは少子化社会の問

題に取り組む職業・就業の問題が絡んでいて、こ

こらあたりの問題はこれからかなり大きな問題に

なってくるんじゃないかと思われます。

男と女の社会的関心

いずれにしても、そういうふうに男女構成の比

率が変わってくる、女性のほうが少しずつ男性を

上回るようになってきている、就業構造も変わっ

てきているという状況があるわけですけれども、

しかしながら、男と女のものの考え方、あるいは

社会的な関心の持ち方というものを見てみます

と、これは極めて旧態依然たるものがあると申し
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上げていいんじゃないかと思います。それは、皆

さんもご存じのことかと思うんですが、あえて確

認するようなことを言いますと、 20歳代の若い人

にさえもそういう旧態依然たる傾向がある。簡単

に言いますと、男というものは天下国家の問題に

ついて関心を持つ、女というものは、家庭あるい

は身辺の生活について関心を持つ。それは、性別

役割分業のいわば別な表現と言ってもいいのかも

しれません。女は家庭、男は仕事という言い方の

ほかに、昔から、男は外回り、女は内回りという

言い方があります。家庭の、内側のことは女性が

心配する、家庭の敷居をーたんまたいだら、外側

のことは男の勝負の世界だという観念ですね。そ

ういう考え方あるいは行動ノfターンというような

ものはずっとあったわけですが、それが今の若い

世代の人にも見られます。そうかなと思う人もい

らっしゃるかもしれませんが、今年の東京都の生

活文化局の調査で若い20代の人たちに対して調査

した結果がここにあります(F青年の関心領域と意

識・行動に関する調査』平成 9年9月)。政治・国

際問題の関心度あるいは重要性といったものにつ

いて質問したものなんですが、それに対して答え

た中で、女性よりも男性の比率が高い関心項目、

つまり男が女よりも関心を持ちやすい問題のベス

ト5は次のようなものです。沖縄基地問題、住専

問題、行政改革、日米安全保障条約、北朝鮮問題。

それでは、女が男よりも関心を持ちやすい問題は

どういうものかというと、消費税率の引き上げ、

高齢化・年金問題、エイズ問題、食糧・飢餓問題、

住宅問題。ここには、まさに家庭、身辺の生活に

直接かかわるような問題に女性は男性よりも強く

関心を持つという傾向がはっきりと出ているとい

うことです。

もう一つ、ついでに申し上げますと、 20代の若

い人たちにこういう質問もしております。あなた

が不安を抱いている問題にはどういうものがあり

ますか。そうしたら、その回答で、男のほうから

申し上げますと、 1つは経済的安定、 2つは国家

財政の破綻、 3つは就職等の仕事。要するに、今

までのイメージで言いますと外回りの仕事、外回

りの関心事がはっきり出ているわけです。女はど

うかというと、高齢化問題、地球環境の悪化、年

金等の老後の生活、地震等の災害、子供の将来、

食糧問題、戦争や地域紛争等々。女はやはり家庭

あるいは身辺の問題について不安を抱いている。

ここでも男は外側、女は内側というようなものの

考え方、関心の持ち方の傾向がはっきりあらわれ

ている。

先ほど申し上げました、人口構成が変わる、就

業構成も変わってくるなかで、意識の上では、依

然として男と女の性差がかなりはっきりと持続さ

れているということがおわかりいただけるのでは

ないかと思います。

都市問題と女性

続いて、レジュメの 3番目に、「都市問題と女性」

という項目を挙げておきました。女性は男性と比

べてどういう都市問題に関心を持っているのかと

いうことですげれども、これも、東京都の r都民

要望に関する世論調査』で見ますと、次のような

状況があります。これは平成8年のデータなんで

すが、いきなり結論を申し上げますと、都政への

要望というのは、上からいきますと、高齢化対策、

医療・衛生対策、ごみ対策、物価・消費者対策、

これがベスト 4なんですね。これは都市問題と言

ってもいいと思いますが、このベスト 4の都政へ

の要望というのは、全部男よりも女のほうが強く

関心を持っている問題ばかりなんです。つまり、

今日の東京都が直面している大きな都市問題とい

うのは、女が男よりも強く関心を持っている問題

であり、そして、誰でもお気付になりますように、

女性絡みの問題ばかりであるということになりま

す。高齢化対策というのは、男の問題であり、女

の問題でもあるわけですが、あえて申し上げるま

でもなしこれは、従来は女性に多く負担がかか

ってきた問題です。今でもそういう傾向はあるわ

げですが、同じように、そういった女性が主とし

て直面する、しわ寄せをこうむる問題というのが、

まさにこういう問題だったんですね。

女性が特に直面するような問題というのは、今

日の都市問題のベスト 4に並んでいるという状況

は、言葉を変えて言うと、都市問題というものの



第 10回公開講演会:都市・女性・生活 179 

性格が非常に大きく変わってきたということを意

味しています。そういう背景について、我々は、

先ほど申し上げたようなジェンダーの視点からの

研究をしていかなければいげないんじゃないか。

そういった問題についての研究はほとんどしてこ

なかったと言っていいのではないかと思います。

ですから、これもこれからの課題になると思って

おります。

最後に、もう私の許された時間はほとんどない

のですが、もうひとつつけ加わえますと、外回り

の社会の中での女性の力というようなものがかな

り大きくなってきている。政策決定なんかにもか

なり大きく関与するようになってきているという

状況があろうと思います。ただ、私があえて申し

上げたいのは、都市の社会構造か、あるいは私が

よく問題にする地域社会とかコミュニティーとい

うものは、依然として、ジェンダー化された空間、

そういった空間として存在し続けている。女性の

活動も、そういった中で展開している、そういう

状況もあるということですね。そこらあたりに非

常に大きな問題がひそんでいるのではないかと思

います。

以上、取り急ぎ申し上げましたけれども、東京

というところは男が多い社会から女が多い社会へ

変わってきている、そして女性の活動する領域が

非常に大きく広がってきて、女性によって支えら

れるところが大きくなってきている。しかしなが

ら、依然として、いわばジェンダー的な空間、ジ

ェンダー的な意識というのが残っていて、取り組

むべき問題が大きく控えている、そういったお話

をしたつもりです。これからのお二人の先生がお

話をどういうふうに進められるかわかりませんけ

れども、私の話がつながることを念じて、私の簡

単なお話を終わるということにいたします。

3.都市とジェンダー

江 原 由 美 子

皆さんこんにちは。「都市とジェンダー」という

ことで、現代都市におげる男女のコミュニケーシ

ョンギャップを中心にお話しようと思います。

私の話は、高橋先生のお話に密接に関係してお

ります。つまり、社会的関心が男女で異なるとい

うことをかなり具体的にお話ししていただきまし

たので、それの一つの姿、現代日本の都市社会に

生きている男女が、コミュニケーションできない

で互いに理解し合えないでいる大変憂うつな姿を

描いてみたいと思います。もちろんこれはある一

面にすぎないわけですが、ある側面はとらえてい

るように考えますので、おききいただければと思

います。

「真昼の公園」の憂欝

まず最初に「真昼の公園の憂欝」というところ

から入ります。今年、東京女性財団で r少し立ち

止まって男たち、男性のためのジェンダーフリー

読本』というのを私とあと 2人の執筆者との共同

でつくりました。共著者の方を紹介すると、男性

学(男性問題を研究する学問)をやっていらっし

ゃる細谷実さんと、家族社会学者の渡辺秀樹さん

と私の 3人です。そこでその細谷さんという方が

書いていらっしゃる部分は、こんな場面から始ま

るんですね。「ある木曜日、午後の公園で、ベンチ

の両端に中年おじさんと高齢者男性おじいさんが

座っている」という話で、「動物はかわいいですな」

「えつJ rほら、あそこの……」そういう話から始

まっているわけですが、途中でおじいさんのほう

がこんなことを言うんですね。「平日の昼間の公園

は、昼休み時は、わっと近所の会社の人が出てき

てにぎやかになるのじゃが、あとは女、子供と年

寄りばかりです」というお話をします。そしたら、

おじさんのほうが、「実は、私も 1日中家にばかり

いてはよくないと思って、パットの素振りでもし

ょうかと思って来てみたんですが、だけどね、パ

ットを持ってうろうろしてたら近くにいた母親た

ちが子供を呼び寄せてどこかに行っちゃうんです

よ。それに気づいたら急にやる気がしなくなって

しまって……」という話で、中年のおじさんのほ

うは(おじさんというのも差別語で申しわけない

んですけど、そうなっているものですから)、リス

トラされたのかどうかわからないけれども、居場

所がないわけです。そして二人でどうして昼間の

公園は女と子供ぽっかりなんだろうというわけで
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すね。「ちょっとおばさんって問題あると思いませ

んか」とか、かなり差別的発言がありまして、「お

ばさんはどうして人を外見で見るんでしょうね。

僕はやっぱり怪しそうなのか」という話と、「何で

公園とか美術館とかデパートとか、どこに行って

も女ぽっかりなんだろう。どうしてぼくは居場所

がないんだろう」とぼやくわけです。ここでえが

かれているのは、中年のおじさんタチの「真昼の

憂欝」ですね。

もう一つ、「公園の憂欝」でよく知られたものが

あります。テレビなんかでよくやっていますが、

「公園デビュー」という話がありますね。子育て

中の女性たちの不満は今すごいものがあります。

あちこちで聞くんですが、相当センシティプにな

っているんですよ o つまり、今、アパートに住ん

で子供を育てていると家の中じゃ遊ばせたって限

界があるから、外に連れ出したいんですね。公園

に行かなきゃならない。ところが、公園に連れて

いこうと思うと、何かいろいろストレスがたまる

んです。たとえば、近くの公園に子供連れで出か

けたら、いきなりなれなれしくされてびっくりし

た。よそのおばさんが突然寄ってきて、「これ、買

わない」とか来た。それにびっくりしちゃって、

それからは人がいないのを確認してから公園に行

くことにしたという人がいます。結構これが多い

んです。人がいると公園にいけないという人です

ね。だから人がいなくなるのをじーっとアパート

で見張っているんですね。

「公園に出かけていても友達ができず、地獄の

ような日々が続いています」という人もいます。

『プチ・タンタン』という、子育て雑誌が、雑誌

への読者の投稿をあつめて、『読んでくれてありが

とう』という大変立派な厚手の本を出しているん

ですが、この中に「公園の地獄のような日々」と

いう先ほどの人の文章が出てきます。時聞がない

ので引用はやめますが「欝々とした毎日から脱出

したいのに、どうしたらいいかわからない。孤独

になって他人に話そうと思つでもなかなか話せな

い。だんだん孤立してきて、今ではもう考えるの

も嫌だ」というのです。別の投稿では「お母さん

方のいじめがつらく、公園にだれもいないときし

か出なくなってしまった」という話もある。これ

がもう一つの憂欝ですね。

同じ真昼の公園にいながら、中年のおじさんの

ほうは、「何で女ぽっかりなんだろう、どうしてお

母さんと子供は逃げていっちゃうんだろう、おれ

の居場所がない」というふうに欝々として楽しま

ず、他方そのおじさんの日から見て、楽しそうな

お母さんと子供の世界のはずの、そこに参加して

いるはずの女性のほうも、実は、かなりの人が、

そこに溶け込めない、入り込めない、実は距離を

感じている、というわけです。

女性たちの話によりますと、公園友達というの

は表面的な友達であることが多んだそうですね。

先ほども市民の方が来て話してたんですが、地域

でいろいろ女性学講座なんてやっている方が、こ

んなふうにおっしゃるんですJ女性学講座で話せ

る話というのは、地域の公園なんかで話せる表面

的な話と違ってJo rやっぱり、公園では表面的な

話しかできないんですか」と突っ込んで聞いてみ

たら、「それはできないですよ」というふうにおっ

しゃる。「中年のおじさん」の白から見て公園は女

の世界、彼女たちは幸せそうだなと見えるかもし

れないけど、女性たちはけっしてそんなに楽しん

でないんです。若ければ若いほど、かなりセンシ

ティプになっていますね、この地域のつき合いみ

たいなものに。相当ストレスをためている人たち

が多い。

でも、おもしろいことに、この同じ場所でであ

っているはずの中年のおじさんと子育て中のお母

さんが同じ場所にいながら、それぞれそのように

感じているということは、互いに理解していない

だろうという気がするんです。話し合わない、わ

かり合えない。「真昼の公園の憂欝」と書きました

のは、私たちの都市社会における男女のコミュニ

ケーションのなさというか、理解してなさみたい

なものを、このことが象徴的にあらわしているよ

うな気がいたしまして、「真昼の公園の憂欝」とい

うところからお話を始めようかなと思って書いた

わけです。

どうしてこういうふうにコミュニケーションギ

ャップというのが生まれてしまうのかというの
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も、実は、高橋先生からお話ししていただいたん

で、私としてはそれ以上話す必要はないかと思い

ますけれども、つけ加えさせていただきます。女

性学とかジェンダー研究でまず最初に出てくる言

葉は、性別役割分業という言葉です。性別役割分

業について考える場合、(1)近代社会における性別

役割分業、 (2)日本型企業社会と性別役割分業とい

う話と二つの問題を区別して話す必要があると考

えてます。ヨーロッパもアメリカも性別役割分業

社会です。だからいろいろフェミニズム運動があ

るわけなんですが、ただ、日本社会はそれ以上に

非常にはっきりした性別役割分業社会であるとい

う特色があります。非常に単純化すると、日本は

ヨーロッパやアメリカ以上に非常に明確な男女の

区分がある社会、男女で生き方を分け違う生き方

を強いる社会であるということです。確認のため

にすこし補足しておきますけれども、日本型企業

社会における性別役割分業というのは、女性を排

除しているだけじゃないんですね。女性の排除は

その前提である男性の働き方が、非常に特異な形

で形成されていることから生じているのです。家

庭生活を全然顧みなくてもいい、家事、育児をし

なくてもいいというような形で一般の男性労働者

を働かせ、そうした働き方が一般化している。そ

の中で子育てだとか、育児だとか、介護だとかと

いう問題が女性の肩にかかるんですね。この長時

間労働が日本の性別役割分業を強烈にしているわ

けです。

このような状況の中で、皆さんよくご存じのこ

とですが、この20年位女性たちのほうでは性別役

割分業意識の揺らぎが生じました。今性別役割分

業意識がかなり大きく変わってきています。今、

東京で子育て中の30代ぐらいの女性に性別役割分

業を聞きますと、 8割方反対と出ます。びっくり

します。私どもがやった調査ではそうでした (r少

産化時代母親意識に関する総合的研究」平成 7年

度科学研究費調査、目黒依子代表)0 20代、 30代を

限定して、子育て中の人に限って、それで性別役

割分業に賛成ですか、反対ですかと聞くと 8割ぐ

らいが反対だと言う。でも、反対の理由がおもし

ろいんですけどね。自分が仕事をしたいからとい

う意見よりはむしろ、夫にも家事をやってほしい

から、家事、育児に参加してほしいから反対だと

いう人が多い。「男は仕事だけやっていればいいな

んて許さない、育児が大変なのに、仕事にかこつ

けて逃げているなんて許せない」という、そっち

のほうがどちらかというと多いんです。性役割に

かかわる意識というのは今非常に大きく変容して

います。

都市社会と性別役割分業社会とのかかわりにつ

いては、あまり時間もないので、高橋先生がお話

ししていただいたようなことでよいかと思うんで

すが、都市社会学のほうでは60年代高度成長期以

降の日本社会を一応都市化した社会と考えるよう

で、そこでは、先ほど言った職住分離とか、個人

主義的な消費様式などが生活様式の中に組み込ま

れる。その中で、女性たちは主婦役割という形で、

都市の再生産労働(この言葉も女性学とジェンダ

ー研究のほうでは、子育て、育児などにかかわる

こと、出産、子育てにかかわることを再生産と言

ったりしますが)、再生産役割を一手に担う存在と

して、都市社会の主要な構成要素となってきたわ

けですが、そういう状況が一方でありながら、性

役割の揺らぎとともに今、これも高橋先生のお話

にもありましたが、労働市場への進出が急速な勢

いで進んでいます。これは大変なんですね。どう

大変かというと、一方で再生産役割というのか、

家事役割、育児役割はそのまま主に女性によって

になわれながら(そのままなんですよ、あとでグ

ラフを見ますけども、ほんとなんですよ、ほとん

ど女性がやっているんですよ)、にもかかわらず、

労働市場のほうではどんどん女性を要求している

わけですね。大体労働者が足りないんですね。将

来的には、(今はちょっと余っていますけどね)予

想労働力人口などでは明確に、中高年、既婚女性

の今以上の労働力を見込んで日本の労働力人口を

推測しています。実際、家計のほうからもどうし

てもまともに生活するには、東京の非常に高い物

価、高い住宅費では、 2人で働かなきゃいけない

といった状況がありまして、家庭のほうからも女

性が外に出るように要請されるような構造があ

る。社会全体そのようになっている。何が一番困
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るか。当たり前のことですが、働いている女性た

ちにはものすごいこ重労働となっている。子育て、

家事はこれまでと同じ。でも職場、職業のほうで

は、特に均等法以降、「男と同じだけの待遇を要求

するんだったら同じだり働け」というようなプレ

ッシャーが来て、「そうじゃなければパートにな

れ」という形のプレッシャーが来て非常に苦しく

なっているわけです。

r働くも地獄、働かぬも地獄」一女性たちの憂欝

この中で、どの辺の人たちが一番問題を抱えて

いるか。私が見る限りでは、第一に育児期の専業

主婦には大変なストレスがたまっています。公園

のお話でも出ましたように、育児期の女性たちは、

データは持ってきてないのですが、いろいろなと

ころにお話しに行くと、必ず出てくるのが、育児

の大変さ、あるいは社会的孤立、自己充足のでき

なさ、いらいら、そういう問題が非常に多くたま

っています。第二に、介護問題を抱えた女性たち

(男性も抱えていますが、女性が 8割ぐらいです

ね)からは、「睡眠がとれない」、「過労である」、

「自分の時間が持てない」、あるいは「仕事をやめ

ざるを得ないJ(せっかく何十年もやってきた仕事

をやめざるを得ないんですね)、だから高齢化の問

題が一番女性たちに関心があるというのは、私は

とても実感としてわかります。主婦の方たちとお

話ししていると、仕事を持っていない専業主婦の

方でも、介護を非常に怖がっています。嫌だと。

ゃった方は「とんでもない、あんなことできない、

ょくできたと思う」ということをおっしゃいます

し、それから、これから迎えるかもしれない女性

たちには、専業主婦の場合には、こんなふうな悩

みがある。どんな悩みかというと、「育児はしょう

がない、私はやった。育児の間十何年、私は家に

いた。自分の自由な時間がとれなかった。やっと

40代で解放されて、やっとこれから自分の人生を

生きょうと思うときになって、また介護の問題が

来たら、その後何年、私は自分の人生を生きるん

でしょうか。どうするんですか。」こういうふうな

不安ですね。そのためだったら幾らでもお金出し

ていいという方もいますよ。だからと言って簡単

にどんどん介護の社会的費用を高くされても因り

ますけれども、深刻度が違うんですね。女性の多

くは、人生を失うような怖さを感じている。それ

がおそらくアンケート調査の背後にある問題じゃ

ないかと思っておりますけれども、そういうこと

があります。

第三に共働きの女性たちですね。ここには時間

資源の足りなさというのがものすごく大きな問題

になっています。衝撃的なお話をいたしますと、

都内の三多摩地区の女性センターでお会いした女

性の体験談ですが、その方は15年間共働きで、な

おかつ彼女は女性問題が社会問題化しているとい

うことにあまり気づかず、良妻賢母というのをし

続けて15年間働いていらしたんだそうです。そう

したら、その方は、ある日突然起きられなくなっ

たと言うんです。燃え尽き症候群になっちゃった。

起きなきゃ、仕事しなくちゃ、家事やらなきゃ、

ご飯つくらなきゃ、何しなきゃって頭の中ではい

っぱいあるのに全然起きられない、立ち上がれな

い、動げない、仕事もできない、それでとうとう

退職しちゃうんですね。退職しちゃって、その後、

彼女は自分の生活を振り返って、 15年間、 1分と

か 2分とかの休みをちょっと取っただけで、もう

いつも時聞を I人で切り盛りして、きょうは

PTAがあるんだ、私が行かなきゃ、ごみ出すん

だ、私がやらなくちゃ、それでしかも仕事をして

(夫は全く無関心なんです)、それを15年ゃった。

その結果が燃え尽き症候群だったというのです。

私はすごくリアリティーがあるなと思、ったんです

よ。それは実際に、共働き女性たちの実感です。

その人たちが、かなり今不満を抱えている層、あ

るいは生活問題を抱えている層の一つです。

第四の層が離別母子家庭。離別母子家庭(ある

いは死別)は、労働市場の中で、中年女性がつけ

る職業で得られる収入と必要となる経済力との全

くの需離がありまして、経済的に非常に苦しい状

況にあります。もちろん、離別父子家庭もかなり

問題がありますし、死別の場合もあります。シン

グルペアレントの場合はいろんな問題を抱えてお

りますが、経済的に特に離別の母子家庭というの

は、顕著に目立つて厳しい状況にある。この人た
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ちにとっても、これらの女性たちにとって(ある

いは男性も含めて)、似たような問題を抱えている

男女にとっては、日本社会というのは決して豊か

な社会ではありません。ほんとうに生きるのを困

難にさせるような社会です。日本の都市社会とい

うのは、人権侵害そのものの社会ですね。

皆さんのお手元にお配りしました、労働時間の

グラブ、 NHKの生活時間調査を見てください。平

日と土曜と日曜で男性有職者、女性有職者、家庭

婦人(これは NHK用語で専業主婦のことなんで

すけど)、この 3つのカテゴリーで、仕事関係の時

間がそれぞれどのくらいになっているかというの

をグラフにしたものです(そのほかに、自由時間

というのと、生理的に必要な時間というのがあり

まして、全部で24時間になるようになっているん

ですが)。平日で見ますと、労働時間が男性有職者、

女性有職者、家庭婦人でどのくらいになっている

か。男性が9時間59分です。多いですね。全日平

均ですから通勤時間 1時間05分しかかかつてな

い。でも 10時間。東京だと往復で軽く 2時間かか

る方が多いと思いますので、さらに長いことは明

白です。ところが、これだけ多い男性よりも女性

有職者のほうが仕事関連の時聞が長いんです。 10

時間23分です。すごいでしょう。実は、労働時間

に関して言えば6時間15分で男性よりも短くなっ

ています。それ以外に何が多いか。有職女性は 3

時間18分の家事があるんですね、毎日毎日。男性

r一一一一一一一一仕事関悟一一一一一一「 起きている時
仕事のつきあい 閣に占め革「骨

平日 a 仕事 ¥¥融持I骨骨j醐惜jの割合
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図3-1 男女有職者・家庭婦人の「労働」時間

(全員平均時間・ 3曜日)
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は何分になっているか。 24分(昔は8分だったん

ですね。だから、 24分、というのは増えたんです

よ)。でもいくら増えたといっても24分で何ができ

るか?実際によく家事をやっている男性に聞いた

ら f24分じゃ何もやれないでしょう」とおっしゃ

っていましたけど、 24分じゃ家事にならない。で

も、これは平均してしまうから24分なので、やっ

ている人は 1時間以上やっているんですよ。やっ

ていない人はぜロなんです。 3分の 2の男性はゼ

ロ分です。家事時聞は。 3分の lの男性が 1時間

程度家事をやっている。それを平均すると24分。

土曜日いきます。土曜日でも女性有職者の仕事

関連時間は突出しています。 8時間24分。男性は

6時間53分に減っているのに、女性は 2時間減っ

たとはいえ、男性よりも 1時間以上多くなってい

る。それが日曜日になると、有職者だけ見てます

が、男性は 4時間12分しか仕事関連時聞がありま

せんが、女性の有職者は6時間45分もあります。

要するに、共働き女性は平日も土曜も日曜も、男

性よりもかなり長く、家事時間を合わせると働い

ているんです。過労を示すかなりの具体的なデー

タですね。家庭婦人というのを見るとどうでしょ

う。この辺が「働くも地獄・働かぬも地獄」とい

うふうにタイトルをつけました問題なんですが、

一見、働いている女性に比較すると、家庭婦人の

女性たちっていうのは、どの時間もどの曜日も、

かなり楽をしてますね。 7時間44分、 7時間16分、

6時間21分というので、働いている女性に比較す

るとどの日も、かなり楽になっている。したがっ

て、女性たちの中には、働かないほうが楽だとい

う意識も若い世代中心にかなり根強くあるんです

ね。

ただ、それにもかかわらず、随分変わってきて

いるんですね、特に最近の男女の若い世代の意識

というのは。それで主婦の生活時間というところ

を見たんですが、こうやって見ていくと、共働き

女性たちの苦境というのがよくおわかりだと思い

ます。

もうーっつけ加えておきますと、共働き女性た

ちの職場の仕事の平均労働時聞は 6時間15分です

が、これは短時間労働者も平均した労働時間です。



184 総合都市研究第 65号 1998

もし共働き女性がフルタイム労働者だとすると家

事時聞が同じだとすると、起きてる時間のほとん

どを仕事に費やしているような生き方をしてるは

ずです。その女性は。要するに、フルタイム労働

者の場合、男性が同じだ付家事にかかわらないと、

ほとんど過労死寸前というような状況があるわけ

です。

育児期の女性の状況もこの統計にはやっぱり出

てきてないんです。なぜなら、家事時間、育児時

間というのは平均してしまうと、こんなものにな

っちゃいますけれども、育児期はものすごく労働

時間が長いんですね、ほとんど24時間労働。寝て

るとき以外はほとんど何かさせられてる、子供の

ために。そういう状況になります。この人たちに

とっては信じられないような出来事なんですね。

最近、そういう人増えてるんですよ、おもしろい

ですね。ある出版社の女性が子供を産んだんです。

その人はフェミニズムがこんなに頑張ってきたん

だから、当然産んだら社会が育ててくれるだろう

と思って産んだんだって。仕事しながら子育てを

両立できるような制度ぐらい、これだけフェミニ

ズムがあったんだからできてるだろうと思って産

んでみた。「先生、何にもないんですJor当たり前

じゃない。何にもないから、これだけ私たち騒い

でいるんでしょ Jo rだって騒いでいるから何かで

きたと思ったJo r騒いだってできないから、騒ぎ

続けているんでしょ」って言ってるんですげど、

こんだけ騒いでいる人がいるんだから十分できた

と思ったという方が多いんですね。そして、実際

に直面してみると「信じられない!J。保育園あり

ますよ。でも、保育園は、労働時間とまるで一致

してませんよ。 4時半には迎えに来いとか、 5時

半に迎えに来いとか。夫が毎日、長時間労働で平

然と10時、 11時ですよ。保育園 4時半ですよ。「私

どうやってフルタイム続けるの ?J仕事と家庭を

両立する状況はほとんどありません。じゃあ、家

庭に入る?

今の都市問題がおもしろいのは、都市問題とし

て考えたほうがいいのは、子供の数が減ってます

から、近所に同年齢の子供を持つお母さんがいな

い人が非常に増えてます。ご自身も専業主婦の役

割みたいなことにアイデンティティーを持てない

人が増えています。にもかかわらず、どうしても

仕事と家庭の現状というのは、家庭の中に彼女が

入ることを要求しています。だからものすごいス

トレスになってるんですね。

こういうような人たちの夫への不満は非常に強

いものがあります。いくら話したってわかんない

からっていうので、何度も「育児がこんなに大変、

私、どうして大変なの」って話もちかけても、何

度言ってもわかんないので、あんまり憎らしいか

ら掃除機の棒でひっぱたいてしまったという人も

いました。もちろん皆さんのご家庭はそんなこと

なくて円満だと思いますけれども、かなり夫婦の

関係がこの時期に悪くなるという具体的なデータ

があります。育児期に日本の夫婦関係は非常に悪

化します、基本的に。大体、夫婦関係がうまくい

かないと子供に当たりますね。基本的にそうです。

育児に対して非常に不満を持っている人は、夫婦

の問コミュニケーションがとれてない。とれてな

い原因の一番は、男の人が旧態依然の意識でもっ

て、育児っていうのは女の人がやるもんなんだろ

うぐらいの気持ちで、かかわろうとしない。こう

いう態度では確実にコミュニケーションギャップ

が拡大していきます。育児期の女性の満足感とい

うのは非常に低くなってしまいます。

こういうことが日本社会の大きな問題である、

少子化、未婚化、晩婚化というのに非常に大きく

影響しているだろうと私は思っています。

「職場も地獄、家庭も地獄」一男性たちの憂欝

「働くも地獄・働かぬも地獄」という話にいき

ますけれども、最近、女性たちの性役割意識が揺

らいできてるという話をしましたけれども、どう

いう形で揺らいできているかというと、必ずしも、

さっき言ったみたいに働くという方向に揺れてい

るわけではありません。これは現状が非常に厳し

いことがわかっているから、それから自分の体力

との関係その他で、どうしても、「働くと大変」み

たいな意識で、必ずしも働くことは人気がないわ

けですね、若い世代中心にそうなんですが。にも

わわからず、こういう若い世代でも、ステレオタ
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イプ的な専業主婦像に対する忌避感というのは非

常に強まっております。働かないんだから専業主

婦でいいっていうわけじゃないんですね。自分の

自己実現したいというのは、男女とも若い世代共

通です。自己実現こそが価値なんです。ところが、

現状の中で、例えば労働市場で自己実現をしよう、

仕事のほうで自己実現をしようと思うと、家庭生

活と両立できないとか、いい仕事ができないとか、

女性を十分雇ってくれないとか、問題が多過ぎる。

あんまり可能性が見えない。では、どこで自己実

現しょうか、主婦にでもなろうかっていう感じの

主婦なんですね。家庭に入ってそこで夫に働いて

もらっていろいろ自由にやれるんじゃないか。そ

ういうふうに思うんです。経済的なのは夫に頼ん

で、「働くのは地獄」ですから、働かないことがい

いんじゃないか。ところが、そうやっていた人た

ちが、「働かぬも地獄」であることをまた発見して

しまうわけですね。

なぜかと言えば、夫は妻が家にいるとなった途

端に、急速に家庭から離れていきます。共働きの

ときはやるんですが、自分が家庭に入った途端に

「ああ、よかった」と言わんばかりのため息で、

ほっとして「さーっとひいていく」。取り残された

妻のほうは、「一緒に子育てができると思った。私

が自由になれば、時間があれば」。それが見事に裏

切られる。じゃあ、地域社会はどうか。突然地域

に入ってうまくいくわけありません。仕事場で働

いて、女性自身が専業主婦に対してわりと侮蔑的

な意識を持ってるんですね、みんなね。「あんなの

んびりしちゃって」、「ペタペ夕、サンダルなんか

履いちゃって」。働く女性はわりとそういう意識を

持ってます。その人たちの中に自分も入ろうと思

うと、なかなか入れません。ぴんぴんといろんな

ところで、「ほんとは私こんなところにいる人じゃ

ない」とか、いろんな思いが心をもたげます。そ

うすると、周りの環境になじめない。欝々として

楽しめない。孤立が始まっていくわけですね。こ

れも一種の地獄ですね。

つまり「働くも地獄・働かぬも地獄」というよ

うな女性たちの憂欝と焦燥というのが、主婦の中

に見られる。女性たちは主婦の、活動については

かなり高く評価している。子供を育てるとか、家

庭生活を守るとか、そういうことについては大事

なことだと十分わかっています。でも従来の、性

別役割分業的な社会の中で、その役割がもたされ

ているイメージには強烈に反発を感じてます。そ

このところが矛盾なんですね。主婦なんだけど、

主婦じゃない。主婦をやってもいいんだけど、で

も主婦にはなりたくない。そこのアンピパレンス

が非常に強いです。

その辺が若い世代の将来設計、ライブコース観、

そういうものにもかなり響いてまして、例えば従

来であれば、専業主婦の女性になる方が一番多か

った短期大学等においても、すごくはっきりして

るんです。日本は四年制大学と短期大学で、将来

の希望がかなりはっきり違っていることがこれま

で知られてきました。四年制大学卒は一生働き続

けたいと考える人が、短期大学卒は従来は主婦に

なろうとする人がかなり多かった。ところが、そ

ういうふうに思われてた短期大学でも、「自分がや

りたいうちに結婚は入っていない」という人が、

8割、 9割占めている。それから、じゃあ何をす

るかというと、仕事の上での自己実現というのも

なかなか思い描きにくい。「とりあえずOL、その

うち外国へ行きたいわ」というのが一番人気コー

スだそうです。「日本脱出願望」と書いたんですが、

日本社会の中であまり可能性を見出せない女性た

ちがかなり増えてきているということです。これ、

どういうふうに考えるか。私は大変な問題ではな

いかと。留学自体は価値あることだと思います。

今メディアが示す留学希望の女性たちに対するイ

メージというのは、現実以上に悪すぎる。ほとん

どの女性はすごいまじめですし、非常にしっかり

した目的を持っていく方が多い。そのことが悪い

わけではなくてとてもいいことなんですが、むし

ろ問題は、日本社会がどうして彼女たちに可能性

を見出させないのか。そちらのほうが問題なんじ

ゃないかと思じております。

「職場も地獄、家庭も地獄」。男性たちの方とい

えばこちらですね。一方で、「男性たちの憂欝と焦

燥」というのもあるだろうと思います。先にあげ

ました『少し立ちどまって男たち』にからんで、
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かなりの男性たちのインタビュー等ゃったんです

が、やはり長時間労働と過労で、特に東京の男性

たちが非常に疲れている。過労死寸前のような生

き方をさせられている人が、かなりの比率でいま

す。

もう一方で男性たちの、家族からの疎外感とい

うのもまた非常に強くなってきています。自分が

リビングに入ってくると、話声がゃんじゃう。今

まで楽しそうに家族の笑い声が聞こえてきたの

に、自分が入った途端にしーんとしちゃって、子

供がタタタタと 2階へ上がっていっちゃう。「何で

だ。おれが働いてこそ、おまえらが食べられてい

るんだろう」と夫のほうは思うんですね。でも、

家族のほうは煙たいらしくて、あまりコミュニケ

ーションすることがない。そうすると、どうする

か。男性のほうはますますどうなるかというと、

自分のアイデンティティーを維持するために仕事

に走っていくんですね。家庭の居場所がない。「し

ょうがない、また仕事でもするか。おれが働いて

いるからこそ維持できる家族だ。おまえらわかれ」

と言わんばかりに仕事に走っていく。そのことに

よってますます家庭での居場所がなくなる。悪循

環ですね。最近非常に強いのは、自信喪失を起こ

している男性たちの姿が中高年で大変自につきま

す。それを呼応するかのように、父親復権論だと

か民族的なアイデンティティーに依拠して、「日本

男児よ、強くなれ」と言わんばかりの論調が目立

ってきています。この辺は現在の日本の男性たち、

特に中高年の男性たちの一つの姿ではないか。こ

れら両方含めまして、「不幸なる出会い」と私は思

ってるんですね。女性のほうと男性のほうのコミ

ュニケーションが、「どうしてこうなるの」って互

いに思うくらいにすれ違っている。

不幸なる出合いの中のすれ違い

レジュメのほうに「イエローキャプ」だとか、

「援助交際」だとか、「夫婦別姓」だとか、「従軍

慰安婦」だとか出しときました。こういう話題の

中に男女のコミュニケーションギャップがものす

ごくよくあらわれていると思って出したものなん

です。この話題そのものをお話ししませんが、そ

れぞれ両方の議論が全くすれ違ってしまったよう

な問題だと私は思っていますので、もしご質問が

あれば、どうぞ後で聞いてください。その背景に

は、男性メディアと女性メディアが全然分かれて

いるという問題もあります。週刊誌も全部、女性

向けと男性向けです。それぞれがそれぞれの情報

を拡散して増幅していく。そして例えば、中年男

性だったら若い女性は遊んでいるんだろうという

目でしか見ないとか、性的対象でしか見ない。と

ころが女性のほうからすると「オヤジ」つという

感じで冷たい目で見るといったような、相互不信

と相互コミュニケーションギャップが増大してい

る。それが一つの姿。もちろんこれは極端な姿で

すので、ほんとうは、もっともっと可能性が聞け

た現状かもしれません。そうであれば、私はうれ

しいと思います。

どうも、舌足らずで済みません。

4.女性の時間地理学

荒井良雄

私、紹介いただきましたように、東京大学で人

文地理学を教えております。私自身は女性問題を

研究している気はほとんどなくて、なおかつ、特

にそういうことに関心があったわけではございま

せん。大変に家内が怖いほうでありますので、家

事等はわりとやるほうであると認識はしておりま

すが、それは単にかみさんが怖いからで、一般論

として女性問題に強い関心があるからというわけ

ではございません。

ただ、これからお話しいたします時間地理学と

いうテーマをここ10年ほど手がけておりまして、

これ自体は特に女性のことだけを考えようという

ようなテーマではないのですけれども、やってい

きますうちに、どうしても女性ということを考え

ざるを得ないようになって、わずかな調査等をい

たしまして、実際はどうなってるんだろうかとい

うようなことで、少し考えてみてきたというわけ

でございます。

お手元にこれからお見せする OHPのコピーを

お配りしてございます。ただ、実はきょうはどの

ような方にお聞きいただくのか、あるいはほかの
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お二人の先生方がどのようなお話をするのかが事

前に全然わからない状態で準備をいたしました。

実はこれをやりますと、大体用意しました資料が

講義3回分ぐらいの量でございます。それだげゆ

っくり話してますとたっぷり 5時間くらいかかり

ますので、つまみ食いをさせていただきます。ぉ

ニ方、高橋先生と江原先生がお話しされたことと

大もとは実は共通であります。それは社会現象で

すから当たり前のことで、共通の話なので、その

辺のことは今さら繰り返すまでもないということ

で、両先生方のお話の中でもう少し強調してもい

いかな、あるいはもう少し具体的に提言しでもよ

ろしいかなということだけをつまみ食いしてお話

ししょうかと思います。

3人の演題の中で私のところだげ何とか学とい

う言葉がついておりまして、たまたまこういう題

をいただいたわけでございますけれども、目の前

にある切迫した社会問題に関しては大体が世の中

が先に走るわけであります。大体、何とか学と称

しているのはあまり役に立たないのが普通であり

まして、私どものやっている地理学というのもあ

まりほんとは役に立ちません。これからお話しす

ることは多分、ここにいらっしゃる方はほとんど、

そんなの当たり前じゃないか、よく知ってるよと

いう話だと思います。ただ、多分よくご存じで、

よく内容はご存じだと思いますが、しかし、それ

をある程度きっちりといいますか、冷静にお互い

に議論できるような形の素材につくっていくとい

うのが学問といいますか、何とか学の一つの役割

だと思うんです。これから申し上げることは多分

よくご存じでありますし、そこからまた画期的な

解決策が見出されるというたぐいの話でもござい

ませんで、やっぱり大変ですねっていう形で終わ

ってしまいます。大変ですねということはまこと

にそうなんでありますりれども、その大変ですね

さをもうちょっと、少しでも改善できないか。そ

のためには、やはり社会の中で冷静な議論、ある

いは多少なりとも具体的に改善をしていく努力を

しなければいけないと，思います。そのための一つ

の手がかりといいますか、議論のための出発点に

なってくれればという気持ちでお話をしようと思

います。

時間地理学は何であるかというのは、実はちょ

っと飛ばします。あとのほうに回しまして、少し

先ほどの江原先生がお出しになった話題を受けさ

せていただきまして、議論を始めさせていただき

たいと思います。

送迎というマーカー

図4-1をごらんください。

;:;:l E :孟以外
の100

百 80
分

率 60

40 

3 5 7 9 11 13 15 1719 21 23 
時間帯

図4-1 外出活動の時間分布(下諏訪・月曜日

・パートタイム就業の妻)

これは横軸に時刻をとって、縦軸に家庭の主婦

がその時間帯に何をしているかというのをグラフ

にしたものです。これは下諏訪という長野県の諏

訪湖のほとりの町で調査したデータに基づいてお

ります。ここでは自宅の中にいて何かをしている

というのは全部外して、自宅の外で何かをやって

いるということをすべて集計をしたものです。ご

らんいただきたいのは、午後3時ぐらいのところ

のピークです。詳しいことは省略いたしますが、

ここは送り迎えで数字がはね上がります。先ほど

の江原先生のお話にも出てきましたけど、これは

小さい子供の送迎なんです。実はこれは、一般的

にデータで出るものでありませんで、たまたまこ

の町で集計上出たということなんです。この町は

保育園が全部、公立で、全く同じ時間で動いてい

る。午後3時になるとお迎えの時間になって、み

んながみんな同じ時間に動くものですから、集計

上、きれいにピークが出るんです。これはパート

タイムで働いている主婦の生活時聞を記録したも
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のです。

先ほどの江原先生のお話の中に、働いている女

性が大変疲れて、家事と育児に追われてというお

話がございました。まことにそのとおりだと思い

ます。 NHKの国民生活時間調査のようなデータ

を調べましでも、時間の長さとして出てまいりま

す。ただ、私どもがその時間地理学という立場の

中でもう一つ強調しておきたいことがございまし

て、それは単に時間の長さの問題だけじゃない。

もちろん時間の長さも問題ですが、時間の長さの

問題だけではないということがこういうことにあ

らわれてまいります。このように、 3時になった

ら何が何でも保育園まで迎えに行かなきゃならな

いんですね。迎えに行って、この時問、外せない

わけですよ。どうしようもないですからね、放っ

ておけないですから。このように、集計しますと

送り迎えなんてごくわずかな時間ですね。 5分ぐ

らいしかかかりませんから。だけれども、実際に

こういうような、絶対に義務として欠かせない用

事がありますと、これは 1日の生活のサイクルと

いいますか、生活のパターンを決定的に決めてし

まいます。こういうような用事のことを私どもは

マーカーと呼んでおります。 1日の中にこのよう

なマーカーが確実に出てきてしまうとなると、実

はこの人は 1日の生活の自由度を非常に失う、と

いう問題がございます。これは考えてみればすぐ

にわかりますけれども、このように送り迎えなん

ていうことがありますと、一応、保育を社会的に

引き受けてもらったとしても、実は普通の意味で

のフルタイムは絶対に無理です。ほんとは時間が

あれば細かい例をいろいろお話ししようと思った

んですが、時間がないようですのでそこは省略を

いたします。

実は、保育施設、保育所とか保育園、幼稚園も

そうですが、こういうものがどういう条件のもの

がどこにあるかによって、特に主婦の場合の生活

は決定的に変わりますし、その結果、現状におけ

る結果としては、パートタイム就業がものすごく

多いということがこの帰結として明らかにあらわ

れてまいります。

これはよく引き合いに出される現象ですが、横

軸に年齢をとって、縦軸に就業率をとると、女性

の場合、若い時期は高い砂ど、それが下がってま

た上がるo いわゆるM字型を書くという現象があ

る程度世界的に知られています。これはもちろん

一番下がる時期、この時期がいわゆる子育て期で

あるために下がるわげですけれども、その後、少

し上のほうに上がりますが、この部分も実はかな

りの割合がパートタイマーで占められています。

もちろんパートタイムで占められることの理由

は、時間の長さの問題として、つまり、家事をこ

なすために時間が必要だからその分ノfートタイマ

ーとして労働時聞が短いというケースはもちろん

多いでしょうけれども、それ以外にも、時間の長

さの問題以前に、そもそも連続して働く時聞を、

ブルタイムの勤務時間ではとれないケースが圧倒

的に多い。その結果として、パートタイム就業が

どんどん増えているという現実がございます。

生活時間の研究では時間の長さの議論はありま

すが、それだけではなくて、特定の時刻にどこか

にいなきゃいけないというようなことが、実は生

活上非常に重要なポイントになります。これが時

間地理学の視点の一つの重要なポイントでござい

ます。

パスの概念

そこで時間地理学とはというところに少し戻り

たいのでございます。地理学というのはいわば地

面の上の広がりを扱っておりますが、そうした空

間的な広がりと時間的な広がりというのを同時に

扱おうというのが時間地理学の立場なんですげれ

ども、それをよく図表のような形で表現したりし

ます。地図を平らに置いて、その上に棒を立てて

グラフを考えます。場所は、地図の上に点を落と

せば場所は特定できます。それに対して、時間の

経過がその上に図となってあらわれていると考え

ますと、例えば、ある人がそれぞれの時刻にどこ

にいたかということを図でかくことができます。

名古屋市の近郊に日進市という市がございます

が、このケースはそこに住んでいるある家族の 1

日を示しています。これは実際の調査からつくっ

たデータです。これを見てもらいますと、当然、
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図4-2 日進市に住むある家族のパス

夜は大概寝ています。で、朝になって起き出して、

これはご主人のほうですが、出かけていきます。

そこから職場に出かけます。名古屋市の中心部に

ある職場に出かけまして、夕方までいまして、多

分、すぐ近くのやきとり屋か何かで1杯やって帰

ってくる、こういうふうに読んでいただければい

いと思います。

こういうのをパスと言っていますが、このよう

なやり方をしますと、世の中のいろんな人びとの

1日の動きも明示的に考えることができるのです

が、例えばこの 1枚の図、具体的に実際にあった

ある 1日なんですけれども、このパスの中で現代

都市が抱えるさまざまな問題を指摘することがで

きるだろうと思います。特に女性の問題と関係し

た問題を指摘することができると，思います。

パスの制約としての女性問題

この家族は夫、妻、子供 1人。子供は保育園に

行っておりますので、小さい子供です。ここの家

族のパスを調べてみますと、この妻はほぽ夫と同

じぐらいに家を出て、昭和区というところですが、

夫よりはもうちょっと自宅に近いところまで通勤

しています。そのときに、子供を連れて出ていま

す。実はこの職場のすぐ近くに保育所があって、

そこに預けています。保育園に寄って預けてから、

職場に行きます。それから職場で働いた後、もう

1因子供を迎えに行って自宅に帰ってきます。こ

こで夫に比べて勤務時間が短いということ自体

が、実は保育時間の問題でそうなってますから、

最初に申し上げましたような、まさにパートタイ

ムにならざるを得ないという構造をここから読む

ことができます。

このケースでは、妻は職場の近くの保育所に預

けておりますが、それができるかできないか、あ

るいはそれがいいかどうかということはいろいろ

議論の余地があります。これは、名古屋市の周辺

は非常に自動車の保有率が高くて、なおかつ道路

整備が比較的進んでおりますので、比較的容易に

自動車で通勤ができる。このケースも妻が自家用

車を使って通勤することができました。ですから、

比較的に容易に子供を連れて職場の近くまで、小

さい子供などを連れていって預けることができ

る。しかも、これもおそらくかなり幸運だと思い

ますが、保育所と職場が近いところが、その 2つ

をベアで見つけることができる。その結果として、

この主婦は完全なフルタイムとは言えないんです

けれども、職につくことができましたし、子供も

そう無理をしない形で保育を受けることができ

る。その結果と申しては何ですが、ご亭主はのん

きに夕方、やきとり屋で 1杯やれるわけです。

このケースは、いわばハッピーなケースです。

うまくいけばせめてこうなるんです。これだって

奥さんは大変だと思いますが、そのことは今置い

ておきましょう。先ほどの高橋先生の最初のお話

にもありましたように、職住の分離、つまり、住

んでいる場所と働いている場所が非常に大きく異

なりますので、もちろん時間もかかりますし、物

理的に大変です。例えば、小さい子供を通勤途中

連れていけるかという問題があります。ここのケ

ースでは自動車が使えますから大丈夫です。だけ

れども、例えば東京の多くの状況では、そもそも

まず無理でしょう。自動車通勤を認めている職場

がまずほとんどないでしょうね。であるとすると、

こういう状況は無理。じゃあ今度は自宅の近くに

保育所はあるのかとか、これもいろいろ問題があ

ります。もちろん量の問題もありますし、保育時

間がどうなっているかという問題もございます。

職住の分離ということがこのように都市の時間地

理学とか、女性の時間地理学ということを考えて

も非常に大きなファクターであるということはよ
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くわかります。

さらに、この家族は夫と妻と子供 1人なんです

ね。つまり、いわゆる核家族でございまして、大

人というのは両親しかいない。ということは、家

の中にこの 2人しかいませんから、この 2人が出

てしまえば子供は、だれも見る人がいません。こ

れはもう子供にとっては選択の余地がないといい

ますか、本人がどうなるものでもありませんで、

放っておくわけにはもちろんまいりません。この

ように、こういうパスを書いたときに、ずっと一

緒にいなければいけない、そうしないといろんな

ことが成り立たない。あるいは状況を維持できな

い。そういうような意味で活動が制限されること

を時間地理学の言葉では制約という言葉で説明し

ているのですけれども、このような場合は結合の

制約というふうに呼んでいます。それ以外にもい

ろんな議論はあるのですが、ここでは省略します。

このように、ある時刻に同じ場所にいなければ

いけない。子供のケアのようなケースは非常には

っきりしております。これはだれかが同じ場所に

いつもいなきゃいけない。高齢者の介護もそれに

近いんですが、こういうのは結合の制約として最

も条件が厳しいものであります。全く 24時間、目

を離せないということですから、常に四六時中だ

れかが結合を子供とつくっていないといけないと

いう状態がここに発生いたします。もちろん 1人

の人間である必要は必ずしもありません。実は歴

史的に考えるともともと必ずしも特定の人にそう

した負担がかかっていなかったのに、産業革命以

後といいますか、今日のような現代社会の仕組み

の形ができた以降、非常に特定の人にかかってし

まう。結果として言えば女性にかかつてしまう、

主婦にかかってしまうというのが、この時間地理

学のパスの制約という見方から見た女性問題とい

うことになろうかと思います。

核家族と 3世代同居家族

あまり理論的な話を繰り返しでもしょうがあり

ませんので、では、核家族というのはどういうふ

うに問題になるのかということについて、ひとつ

のケースを例にお話しいたします。

先ほど申しました下諏訪に住んでいるある家族

の例をとりますと、 2世帯といいますか、 3世帯

といいますか、おじいちゃん、おばあちゃんがい

て、ご両親がいて、小さい子供がいる。そういう

家庭の平日の例を見ますと、たとえご両親が働き

に出ておられでも、基本的にはリタイアされてい

るおじいさん、おばあさんがいらっしゃるとかな

り融通がきいて、かなり柔軟に子供を見てもらえ

るという状況が発生します。おじいちゃん、おば

あちゃんも元気ならば一番下の子供を見てもらえ

ます。かといって、おじいちゃん、おばあちゃん

がほかには全く何もしてないかというとそうでも

ありませんで、おじいさんは畑を耕したりします。

核家族というのは、もちろんそれをどういうふう

に評価するかというのは、おそらく社会学で大変

ご研究なされていると思うので、私どもがどうこ

う申し上げることでもございませんが、少なくと

も、この女性の保育とか、そういう問題に関する

限りは非常に融通がきかない状況を生み出してし

まう。 3世代が同居していれば、大人の数が多い

ので、なおかつ、定時に出勤して少なくとも定時

までは職場にいなければいけないというような近

代的な意味での働き方、いわゆる近代資本主義が

成立した以降の労働の形態と少し違う状況がそこ

に生まれますので、それはそれなりにおさまる可

能性を秘めている。実を言うとそれは可能性であ

りまして、全く同じ状況の、 3世代同居している

家族で、全くおじいちゃん、おばあちゃんは子供

を見ない家庭もありますので、それは家族の問題

で一概には言えません。しかし、そこにはある種

の可能性というのがそこに見出せるということは

言えるかと思います。

大都市の空間構造と女性の時間

さて、全体として女性の時間地理学ということ

を考えると、最終的には、例えば主婦の就業の問

題等がやはり出てきております。これについては、

先ほどからのお二人の先生のお話とほとんど重な

りますので、あまり細かい話はしませんが、若干

コメントしておこうと思います。

お二人の先生は都市社会における問題というふ
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うにお話しになられたと思います。もちろんそれ

はそうなんでございますが、私どものように、具

体的に地域や都市の広がりを扱っている者の立場

に立ちますと、もう少し空間的な広がりというこ

とが強調されてもいい。あるいは、都市の構造と

いうことが強調されてもいいかなというふうに感

じるところがございます。その辺で少しつまみ食

いではございますが、いくつかの話題を挙げてお

こうかと思います。

一つは、今申しましたように、核家族という問

題があります。改めてお話しするまでもなく、地

方に比べて都市のほうが一般論としては核家族が

多い。すなわち両親と子供だけの家族が多いとい

うことが言えますので、そういう意味では核家族

化が女性の問題を、あるいは主婦の問題を難しく

しているということでは、これは都市問題である

と考えます。これはもちろん都市構造そのもの、

例えば住居がどのように提供されているのか、都

市では住宅の供給の条件がタイトでございますか

ら、どうしても一緒に住みたくても住めゃしない。

子供がいて、そのためのスペースを確保するのが

精いっぱいで、どうしても両親と離れざるを得な

いとか、そういういろんな条件が重なる。しかし、

もしある時期に 3世代同居が可能であれば、少し

は条件が変わるということもあります。もちろん、

3世代同居自体が絶対いいとは申しません。それ

自体、また別の問題をはらんでおりますから、絶

対いいわけじゃありませんが、そこに少しは事態

を改善する手がかりがあるのではないかというこ

とです。そういうことに関しては確かに地方に比

べて大都市のほうが特に厳しいということは言え

ると思います。先ほどは下諏訪というある地方の

町の例をお話ししましたが、現実に大都市で調査

をいたしますと、このような例は、皆無とは申し

ませんが、やはり非常に割合が少ないということ

が言えます。

もう一つ、大都市であるがゆえに、結構つまら

ないといいますか、寂しいねというようなことが

あります。職住の分離ということを高橋先生がご

指摘されましたが、この職住の分離ということも

大都市になればなるほど実は半端なものではな

い。東京が最も著しいところでありますので、通

勤時聞が軽く片道 1時間を超えるというのはいっ

ぱいございます。そうなりますと、このご主人は

当然、帰宅がものすごく遅くなりますね。これは

非常にはっきりした地域差がございまして、地方

に住んで働いている男性と大都市に住んで働いて

いる男'性が何時に帰ってくるかというのは 1時間

以上差があります。帰宅時間の差があると同時に、

実はその前後の行動がかなりパターンが異なりま

す。地方に住んでいると、いったん家に帰って、

帰宅してからもう 1回外出するというパターンが

多いんですね。ところが、大都市に住んでいる男

性はまずほとんどそれはございません。それはそ

うなんで、そんな片道 1時間もかかつて帰ってく

るようでは、もう 1回外出する気にならんという

こともありますし、外出するぐらいなら途中で寄

り道しちゃう。ご案内だと思いますが、多くの場

合は、会社で夕方から夜にかけて仕事が終わった

ら、その辺に号|っかかつて飲んでいるわけですね。

それで帰ってきますと、もう 1回外出することは

まずない。つまり、帰宅途中ではいろいろやりま

すが、帰った後は何もしない。ところが、地方に

住んでいる男性は、比較的早く帰りますから、も

う1回外出をすることが多いんです。

図4-3は、人々が仕事以外にどの時間帯にどれ

ぐらい何かやっているかということを示していま

す。注目していただきたいのは 6時から10時ぐら

いにかけての時間帯です。下諏訪の例と、もう一

つ、埼玉県の川越市の例を挙げておりますが、比

べてみますと、実は夫のほうはあまり変わりませ

ん。例えば8時ぐらいの時間帯に結構な割合で外

で何かやっています。これは、}I/越の夫でしたら、

まだ仕事をしているという人もいますし、どこか

で引っかかって飲んでいるという人もいます。い

ずれにしても帰宅前です。下諏訪のほうは、これ

はいったん帰宅してもう 1囲外に出ています。こ

れ、かなり多いのは、地域の寄り合いとか、 PTA

とか、田舎に行きますと PTAを夜やっています

からね、そういうのが結構多いんです。でも結果

としてこのように集計を出してみますと、夜8時

ぐらい、結構家の外でいろんなことをやっている



192 総合都市研究第 65号 1998

30 

25 

行
為 20

Z15 

10 
0/ /。

5 

。

一…下諏訪失

一一)11越夫

一一下諏訪婆

一一JlI越妻

3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 
時刻(各時O分)

図4-3 仕事以外の外出活動の時間分布(月曜日)

んですね。夜の時聞が使われています。

じゃあ、主婦はどうなのかと見てみますと、川

越と下諏訪では決定的に違うんです。というのは、

下諏訪の妻と書いた長い点線のほうは、あまり男

性と変わらないです。実は、下諏訪というのは典

型的田舎町でございますが、そういう場所に住ん

でいる主婦というのは、実はあまり男と変わらな

いように動けるんですね。もちろん小さい子供が

いて目が離せないという場合は無理なんですが、

例えば、子供がある程度大きくなれば夜は放って

おいたっていいという状況がどんどん出てきます

から、そういう状況になると、夜、結構出歩くん

ですよ。何やっているかといいますと、ママさん

ノTレーとか、もちろん PTAもありますが、いろん

なことやっています。まあ飲みに行ったりもあり

ますけどね。

実は、地方都市のほうが、農村もある程度そう

かもしれませんが、夜の時間、結構動いているん

ですね。ところが、大都市の妻のほうはほとんど

夜出ないです。これは不思議ですね。しかし、実

際調査地で観察しますとわかります。先ほどの江

原先生の公園のお話は昼間のお話なんですが、夜

になるとばたつと人通りが途絶えるんですね。何

もないもの、大都市の住宅地って。住宅しかない

から。比較的大都市の郊外の住宅地は密度が低い

ですので、歩いて何かすると大変なのね。遊びに

行くわけにもいかない、まして飲みに行くような

場所がそんな歩いていけるようなところにないと

かというふうになっちゃいますね。何か怖いかな

というぐらいの状況になりますから、もちろん子

供も出ないでしょうが、奥様方も出ないですね。

一見意外だと思います。よく都市のほうが夜の活

動が活発である。不夜城なんて申しまして、夜も

眠らず動いているように認識されておりますけれ

ども、実は必ずしもそうではないんです。大都市

のほうが職住の分離ということが進んでおりま

す。特に住のほうはもう住機能に特化しておりま

すので、そこに、ある意味でしばられてしまった

人たちは、夜の時間なんてほんとに空白なんです。

だからと言って夜出歩けということでもないわけ

ですが、そこは選択肢といいますか、どれぐらい

選択ができるかという問題ですから、やはりこう

いう大都市に住むのはなかなか寂しいねっていう

話であります。

大都市の問題として、女性の時間の使い方、女

性の活動の仕方を考えてみると、このように特に

職住分離に伴う問題がかなり出てまいります。実

は働く場所の問題もございまして、パートタイマ

ーで働いている女性はかなり多いですが、フルタ

イムの女性ないしは男性の職場に比べて非常に狭

い範囲に集中してしまう。私どもの研究の結果で、

大体買い物をする範囲、もっと正確に言いますと、

日曜日に買い物に行く範囲というのが、主婦がパ

ートで勤める範囲です。それを越えて出るという

ケースは非常にまれです。逆に言うと、パートタ

イムというのは先ほど言いましたように、前後の

時間が限られておりますので、通勤にそんなに時

間をかけませんから、自動的に非常に狭い範囲で

ないと働けない。なおかつ、そこは職住分離です

から、住んでいる場所は住宅地ということになり

ますから、確かに割合を出しますと50%以上の女

性が働いている計算になるんですが、そこの職種、

あるいは労働の条件ということはすごく限られ

た、限定されたことにしかなり得ないという現実

がここにございます。

残り時聞が少なくなってまいりましたので、も

う一つの話題を簡単にお話ししておしまいにした

いと思います。



第 10回公開講演会:都市・女性・生活

休日の主婦の時間

それは休日であります。先ほどは働くという話

が大分出ましたので、休みの日はどうなのかとい

う話をしようと思います。これは実は意外と調べ

られてないし、議論もされてないんです。休みの

日だから、いわゆる性別役割分担社会という深刻

な話に比べたらもうちょっといろいろ可能性があ

るのかなと思うわけでありますが、実はそうでも

ないんです。またこれも暗くなっちゃうんですが、

そういうことを少しお話しします。

せっかくのお休みでございますので、世の中の

家族は、もちろんご自宅でのんびりしているとい

うのも結構なことなんですが、たまにはみんなで

一緒にお出かけしてもいいじゃないと思うんであ

りますが、これは、決定的に子供の年齢で決まっ

てしまうというのが現実であります。図 4-4は、

子供の年齢で、小さい子供がいるとか、小学校ぐ

らいの子供がいるとか、そういうことで分けて、

休みの日にどれぐらい家族が一緒に出かげるかと

いう率を計算したものです。これは非常にきれい

な関係がございまして、これは都会も地方も問い

ません。なおかつ名古屋のほうでやってみても同

じですから、日本中変わらないんじゃないかと思

うんですが、実は子供が大きくなるにつれ、あっ

という聞に一緒に出かけなくなります。唖然とす

るぐらいきれいに出かけなくなります。

それは当たり前と言えば当たり前なのですが、

先ほどからご説明しているような核家族が多いと

いう状況のもとでは、一番最初のステージでは、

1回以上の

同行があっ

た者の割合

80筑

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

o 
B 

ステージ 定義

B 末子が0-2才の世帯

C 11 3-5 11 

o 11 小中学生 11 

E 末子が高校生以上で、未婚

の子供が問屠している世帯

、

進

¥

ロμ

、、
、、

、、
、、

、、、、
、、、、

同

.‘了¥、、下諏訪
川越¥

D E C 

ファミリーステージ

図4-4 ファミリーステージ別の家族の同行率

193 

0歳児から 2歳児ぐらいの子供がいるなんていう

んじゃ、それは確かに放り出せませんから、これ

は出るなら連れていく。したがって、みんな家族

一緒に出かけちゃう。若いお父さんとお母さんが

小さい子供連れてと、という光景図ですね。それ

が、子供が小学校に入札中学校に入りというふ

うになってきますと急に落ちます。母親が子供を

連れて出かける率はどれぐらいかというのを調べ

てみても、当然なんですが、母親が子供を連れて

出かげなくなるという割合は子供が大きくなるに

つれて増えてきます。ただし、それだけではござ

いませんで、図4は、例えば、母親と子供が出か

けるときに、父親はっき合わないというのもあり

ますし、あるいは、夫婦で出かけるけれども子供

はっき合わない、あるいは、みんなばらばらとい

うふうに、ぱらぱらに出かけていくというような

状況をすべて反映しております。

全体的に申しますと、子供の成長とともに家族

はばらばらになっていくというのは非常にはっき

り出ます。だからいいかどうかというのは、それ

は価値判断の問題ですので、それはまさに社会学

あたりでご議論していただければいいわけであり

ますが、現実問題としてこのように、休日も家族

みんながそろって過ごすなんでいうほど甘いもの

じゃなくて、やはり子供が育っとそうもいかない。

みんな勝手なことをやり出すということになりま

す。それでも先ほどのような深刻な話ではないわ

けで、勝手に過ごしてそれで成り立っているので、

家族それぞれハッピーならいいじゃないかという

話になるわけですが、そうはいかないというのが

その次であります。

休日をどのように過ごしているかということに

ついて、先ほど申しましたパスという考え方で分

類をしてみますと、出かけ方のタイプに、 2つ大

きく注目すべきパターンがあります。ひとつは、

1回出かけたらずっと出かけて、ぐるっといろん

なところに行って帰ってくるというパターンで

す。もうひとつは、ごちょごちょ、出たり入った

りしているパターンがあります。もちろん、その

日、その日で違うんですが、統計をとってみます

と、主婦の場合は、子供の年齢によって、パター



194 総合都市研究第65号 1998

ンが分かれます。なおかつ、ここで個別外出型と

いっておりますが、ちょこちょこ外出を繰り返す

という形のパターンの主婦の場合は、この日の行

動範囲が非常に狭くなる傾向があります。まあ当

たり前で、ちょこちょこ出たり入ったりするんだ

から狭いですね。同じ子供の年齢で分けて比較し

てみると、簡単に言ってしまえば、子供が小中学

生ぐらいの主婦の場合、近いところで休日の活動

が完結しているということが言えます。その理由

は、彼女たちの外出のパターンが個別外出型であ

るからです。ではなぜそういうような形になって

しまうのか。逆に言うと、 1度出かけるとなかな

か帰ってこない、複合外出型が一番多いのは子供

が非常に小さい場合なんですけれども、なぜかと

いうことを簡単に申します。

言ってみれば簡単な理屈なんですが、例えば、

子供が 1歳とかそんなものですと、結局みんな車

に乗せて出ちゃうんです、家に置いておけないか

ら。車に乗せて出かけてぐるっと回って帰ってく

るんです。なおかつ、家族全員が外出しています

から、昼食どうしょうか。外で外食しちゃえばい

いんですよ、みんな一緒だから。ところが、子供

がちょっと大きくなりまして、家族一緒に外出し

なくなります。亭主もばらばら、子供もばらばら

になりますと、昼御飯を半端に食べる人が出てく

るんです。そういうのでまず縛られる。

ところが、子供が少し大きくなると、休日には、

細かい送り迎えをしなきゃいけない。これも大都

市の住宅地の問題点でして、車に乗ればすごく便

利なところですけれども、車に乗れないとかなり

不便ですよね。特に平日ですと通勤、通学はかな

りパターンがはっきりしていますのでパスとかで

対応できるんですが、休日だと、行き先もばらば

ら、時間もばらばらになりますので、例えば、駅

まで送ってとか、というのがどんどん出てきちゃ

うんですね。そうなりますと、子供がある程度の

年齢になって、学校に行き始めて、例えばクラブ

活動とか、地域の何とか大会とか、そんなものが

いっぱいありますと、これは結局、両親が送り迎

えしなきゃしょうがない。なおかっこの場合、亭

主がゴルフにず、っと行きっぱなしなんていうのが

結構ありまして、その場合、ほとんどが主婦の負

担になってくる。昼間もなまじっか半端にいるよ

うな場合があるものですから、昼食を食べさせな

きゃいけないとか。そういうふうになりますと、

なまじっか半端に子供が大きくなる年齢の主婦に

とっては、休日の時聞が切れ切れの時聞になる。

切れ切れの時聞になるというのは、結果として非

常に行動範囲を狭くしてしまう。非常に狭い範囲

でないと休日も過ごせないということなりかねな

いわけであります。

そういうことは、実はいろんな問題を引き起こ

すと思います。時間ですのではしよりますげれど

も、ちょっと想像していただければわかりますよ

うに、例えば今、学校の週休 2日というのはどん

どん広がっております。土曜日も子供が家にいた

りするんですよね。例えば、土曜日に子供に地域

でいろんなことをやらせましようなんて文部省は

言っていますけれども、そういうことは実は学校

に行くよりもはるかに大変ですから、その送り迎

えの負担はみんな主婦にかかっている。あるいは、

なまじっか昼間はいるものだから御飯食べさせな

きゃいけない。そういうふうなことが、実は結果

としては主婦の負担になってきて、主婦の生活時

間を分断していくというような結果につながらな

くもないというわげです。だからといって急にい

けないということも言えないわけでありますが、

そのような問題は、実は細かく見るといろいろと

出てくるので、それぞれに考えていかなければい

けないだろうというふうに思っております。

ということで、非常に散漫な話でございました

けれども、時聞がまいりましたので、これで私の

話を終わらせていただきます。どうも失礼しヨたし

ました。

5.閉会あいさつ

星 E 二

都市研究所の星と申しますが、閉会の辞を述べ

させていただきます。

高橋先生、江原先生、荒井先生のお話をいただ

きました今回の東京都立大学都市研究所第10回の

公開講演会をこれで終了したいと思います。お集
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まりいただいた皆様に厚く御礼申し上げます。

ちょっと余談で恐縮ですげれども、私はこの 8

月までイギリスと北欧に半年ほど留学をさせてい

ただきました。医療制度を見るというのが目的で

したが、北欧とかフィンランドでは、大臣の半数

は女性でありました。とても驚きでした。同時に、

国政選挙の投票率は実に高くて、 80%以上である

こともびっくりしました。ちょっと余談で申しわ

けありません。

なお、本日お話をいただきました 3人の方々の

講演会の内容は、本年度末発刊される予定であり

ます都市研究所の紀要、『総合都市研究』という雑

誌に掲載される予定でありますので、あわせてご

らんいただきたいと思います。

本日は、お忙しい中お集まりいただきまして、

ありがとうございました。

一一了一一
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